
の
か
た
わ
ら
、
中
山
竹
山
・
履
軒
に
学
ん
で
、
儒

教
的
合
理
主
義
を
ま
と
め
、
そ
の
上
に
立
脚
し
て

自
然
科
学
的
合
理
主
義
の
体
系
化
に
進
ん
で
い
っ

た
、
と
指
摘
さ
れ
た
。
著
者
の
毒
忌
研
究
の
全
貌

は
、
第
三
作
の
完
結
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

「
夢
之
代
」
の
整
備
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
網
羅
的

・
基
礎
的
な
作
業
、
あ
る
い
は
、
厳
密
な
史
料
操

作
に
よ
る
、
蟻
桃
と
い
う
人
物
像
の
全
体
的
再
構

成
の
方
法
は
、
第
二
・
第
三
作
の
展
開
に
期
待
を

い
だ
か
せ
る
と
と
も
に
、
読
む
者
そ
れ
ぞ
れ
に
多

く
の
考
察
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
（
A
5
判
　
本
文
一
一
二
六
頁
　
一
与
真
二
〇
頁
　
昭

　
和
r
四
山
ハ
年
ゴ
　
月
　
清
文
裳
発
行
　
定
㎞
欄
一
一
一
、
○
○

　
○
円
）
　
（
大
月
明
・
火
阪
市
立
大
学
教
授
）

岩
村
登
志
夫
著

日
本
人
民
戦
線
史
序
説

　
日
本
人
民
戦
線
の
理
論
的
実
践
的
諸
経
験
を
全

面
約
に
明
ら
か
に
し
た
著
作
は
未
だ
無
い
が
、
そ

の
重
要
な
足
掛
り
が
本
書
で
あ
る
。
人
畏
戦
線
史

を
問
題
に
す
る
う
え
で
不
可
欠
の
藤
本
労
働
運
動

史
の
研
究
は
、
研
究
史
と
し
て
の
浅
さ
、
研
究
者

の
絶
対
的
不
足
、
資
料
的
制
約
（
最
近
、
戦
前
の

政
府
官
憲
資
料
の
覆
刻
が
か
な
り
な
さ
れ
て
き
た

と
は
い
え
）
と
い
う
固
有
の
困
難
な
条
件
に
加
え

て
、
そ
れ
ら
の
結
果
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
原
因

で
あ
る
が
、
研
究
方
法
に
つ
い
て
の
活
発
で
持
続

的
な
議
論
と
共
通
の
認
識
が
無
い
ま
ま
進
め
ら
れ

て
き
た
。
従
っ
て
日
本
労
働
運
動
史
あ
る
い
は
日

本
人
民
戦
線
史
が
、
日
本
近
現
代
史
の
中
で
、
科

学
的
歴
史
学
と
し
て
の
位
置
を
充
分
に
占
め
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
の
が
遺
憾
な
が
ら
現
状
で
あ

ろ
う
。

　
著
者
の
出
発
点
は
、
労
働
運
動
史
に
則
し
て
言

え
ば
、
日
本
労
働
運
動
の
特
徴
的
弱
点
で
あ
る
組

織
率
の
低
さ
と
組
織
の
分
裂
に
つ
い
て
、
従
来
の

研
究
に
あ
っ
た
二
つ
の
傾
向
、
即
ち
一
方
で
は
、

弾
圧
と
指
導
者
の
裏
切
り
と
誤
謬
に
単
純
に
帰
す

「
上
部
構
造
的
」
側
面
の
み
の
研
究
と
、
他
方
で
、

主
と
し
て
労
働
市
場
の
講
造
的
分
断
か
ら
運
動
の

分
裂
を
経
済
決
定
論
的
に
説
更
す
る
研
究
の
両
者

を
止
揚
す
る
見
地
で
あ
り
、
労
働
運
動
を
「
な
に

よ
り
も
労
働
者
大
衆
自
体
の
闘
争
と
し
て
」
え
が

き
だ
そ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
（
補
論
－
　
日
本

労
働
運
動
の
理
論
と
現
実
）
。

　
本
書
の
構
成
は
本
論
・
補
論
を
含
め
て
合
計
八

つ
の
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
論
文
よ
り
な
る
が
、
い

ず
れ
も
戦
訟
隅
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
抗
す
る
人
民

の
統
一
戦
線
運
動
闘
人
民
戦
線
の
歴
史
を
全
面
的

に
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
の
基
礎
作
業
で
あ
る
。

　
本
書
の
分
量
の
半
ば
を
占
め
、
そ
の
「
主
軸
」

を
な
す
「
一
　
小
岩
井
浄
論
i
日
本
人
民
戦
線
の

歴
史
的
諸
前
提
と
そ
の
展
開
過
程
…
」
は
、
戦
前

日
本
の
最
大
の
工
業
地
帯
で
あ
っ
た
大
阪
地
方
の

労
農
運
動
が
生
み
だ
し
た
指
導
者
小
岩
井
浄
に
つ

い
て
、
彼
が
運
動
史
に
印
し
た
足
跡
を
初
め
て
全

面
的
に
か
つ
正
当
に
位
澱
づ
け
た
と
い
え
る
が
、

読
者
は
こ
の
「
小
岩
井
浄
論
」
に
よ
っ
て
、
第
一

次
大
戦
か
ら
第
二
次
大
戦
ま
で
の
日
本
の
労
働
運

動
・
農
民
運
動
・
無
産
政
党
運
動
の
大
き
な
流
れ

を
新
し
い
観
点
で
つ
か
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

農
昆
労
働
党
や
赫
労
農
党
、
そ
し
て
大
阪
港
南
地

方
全
労
総
同
盟
合
同
促
進
協
議
会
な
ど
、
二
〇
年

代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
小
岩
井
浄
に
代
表

さ
れ
る
統
一
戦
線
運
動
の
誇
り
う
べ
き
伝
統
は
、

た
と
え
そ
れ
が
苦
脳
と
最
終
的
に
は
敗
北
へ
の
道

程
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
時
期
を
分
裂
と
抗
争
の

い
わ
ゆ
る
「
暗
い
谷
間
」
と
し
て
簡
単
に
か
た
づ

け
さ
る
こ
と
を
も
は
や
許
さ
な
い
。

　
岩
村
氏
の
研
究
方
法
の
す
ぐ
れ
た
特
徴
は
、
日

本
労
鋤
運
動
史
を
国
際
労
働
運
動
史
の
不
可
分
の

一
環
と
し
て
、
か
つ
日
本
資
本
主
義
発
達
史
と
の

構
造
的
連
関
の
中
で
掘
握
し
ょ
う
と
す
る
乏
こ
ろ

に
あ
り
、
そ
れ
は
、
鐙
富
な
語
学
力
を
駆
使
し
た

外
国
文
献
の
利
用
（
補
論
摂
　
ソ
連
に
お
け
る
日

本
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
の
展
開
に
よ
せ
て
）
や
、
広
範

な
聞
き
と
り
調
査
を
含
め
て
の
丹
念
な
実
証
的
作
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介紹

業
に
襲
打
ち
さ
れ
て
、
著
者
の
引
倒
叙
述
を
し
て

読
者
に
厳
密
で
奥
深
い
印
象
を
与
え
る
所
以
で
あ

る
。
ま
た
従
来
の
政
治
主
義
的
な
見
解
や
、
い
わ

ゆ
る
通
説
に
対
し
て
は
大
胆
な
再
検
討
が
試
み
ら

れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
日
本
資
本
主
義
の
相
対

的
安
定
期
に
つ
い
て
の
野
呂
栄
太
郎
以
来
の
通
説

に
対
す
る
批
判
（
序
章
　
一
九
二
〇
一
三
〇
年
代

の
人
斑
闘
争
）
や
統
一
労
働
者
政
党
の
問
題
で
、

一
九
二
九
r
三
〇
年
の
新
労
農
党
に
関
す
る
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
の
第
六
回
大
会
テ
ー
ゼ
の
直
輸
入
的
見

解
に
対
す
る
批
判
（
1
　
新
労
農
党
論
）
な
ど
、

数
多
く
の
重
要
な
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
著
者
の
「
あ
と
が
き
」
に
も
あ
る
よ
う

に
、
日
本
人
民
戦
線
史
に
関
す
る
将
来
の
全
面
的

な
分
析
の
た
め
の
序
説
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
充

分
に
果
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
本
書

と
い
え
ど
も
従
来
の
研
究
成
果
の
批
判
的
総
括
の

う
え
に
な
り
た
つ
て
お
り
、
学
界
の
共
有
財
産
で

は
あ
る
が
、
高
等
学
校
の
歴
史
教
育
に
携
わ
っ
て

き
た
中
で
書
き
つ
が
れ
て
き
た
本
論
文
集
の
成
果

は
岩
村
氏
個
人
の
努
力
に
倹
つ
と
こ
ろ
が
大
で
あ

る
。
し
か
し
著
者
も
言
う
と
お
り
、
戦
前
日
本
の

人
民
の
闘
争
の
全
体
的
把
握
は
各
分
野
の
研
究
老

の
共
同
作
業
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
り
、
理

論
的
実
証
的
研
究
は
ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
本
書
が
重

点
と
し
た
労
働
運
動
史
の
分
野
に
お
い
て
も
、
本

書
の
ご
と
き
大
阪
地
方
に
関
す
る
精
密
な
研
究
は

関
東
地
方
に
つ
い
て
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
、
研
究
者
の
積
極
的
な
結
集
が
期
待
さ
れ
る

所
以
で
あ
る
が
、
著
者
は
本
書
執
筆
後
も
既
に
精

力
的
に
作
業
を
進
め
て
お
り
、
著
者
自
身
に
よ
る

入
民
戦
線
史
の
全
面
的
な
概
観
を
得
る
こ
と
も
さ

し
て
遠
い
将
来
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
　
（
A
5
判
三
二
六
頁
昭
和
四
穴
年
五
月
校
倉
君

　
房
刊
　
定
価
二
〇
〇
〇
円
）
　
（
上
野
輝
将
・
京
都
大

　
学
大
学
院
学
生
）

「
史
林
」
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
・
長
さ
な
ど
。

○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
四
百
字
詰
五
〇

　
　
枚
程
度
。
以
上
に
は
四
百
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
「
英
文
要
約
」
（
研
究
論
文
の
み
）
添
付

　
　
の
こ
と
。

　
○
学
界
動
向
、
批
判
と
反
省
　
四
百
字
詰
三
〇

　
　
枚
以
内
。

　
○
書
評
　
四
百
字
詰
二
〇
枚
以
内
。

　
○
紹
介
　
四
百
字
詰
三
枚
程
度
。

◇
送
先
『
史
林
』
編
集
委
員
会
宛
。

委
員
会
だ
よ
り

◇
史
林
の
編
集
も
よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
、
最
近

　
で
は
ど
の
研
究
室
も
期
日
ま
で
原
稿
を
揃
え
る

　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

　
ひ
と
え
に
会
員
皆
様
方
の
御
協
力
の
た
ま
も
の

　
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
編
集
部
と
し
て
も
、

　
今
後
で
き
る
だ
け
編
集
に
趣
向
を
こ
ら
し
、
会

　
員
の
皆
様
の
御
期
待
に
そ
う
べ
く
尽
力
致
し
ま

　
す
の
で
、
御
意
見
、
御
感
想
を
委
員
会
宛
に
お

　
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
尚
、
先
号
で
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
こ

　
の
号
か
ら
会
費
を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

　
り
ま
し
た
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。
　
（
大
谷
）

一
九
七
三
年
四
月
二
五
日
印
刷

㎝
九
七
二
年
五
月
一
日
発
行

史
発
行
人

印
刷
所

定
価
凶
五
〇
円

林
（
第
五
五
巻
第
三
母
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
文
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
　
羽
　
　
田
　
　
　
明

　
京
都
宙
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
申
町
五
〇

　
中
村
談
論
株
式
会
社
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